


1４時～ ご挨拶
1４時15分～ みいちゃんの今後
1４時30分～ 株式会社TANEBI 事業説明
１4時50分～

ハンデある若者を第３の就労の道へ
支援される側で終わらない

～ジュニア社長100名の新たな雇用を作る～

                       みいちゃんの「教えない教室」 デモ体験

15時半～16時 質疑応答



みいちゃんの今後



2020年1月OPEN

みいちゃん １２歳



2026年3月卒業

みいちゃん １８歳



Mizuki



Mizuki



伝えたい事



学校は行けなくてもいい

世の中の常識は無視していい

親や先生の言う事はきかなくてもいい

ワクワクする事を探す事

選択肢を２つ以上持つこと



目の前の事でなく
将来の自分（わが子）を

想像する事



仕事をして
お給料をもらっている

自分（わが子）を想像する事



「働く」という事を
早くから意識する



私の振り返り



どうやって
社会参画させれば

いいのか



動けない



やりたい事がみつからない

見つけられる環境を作る







やりたい事・発想が芽生えて
～自分で考える～



自分で作ったお菓子を売りたい





資金・資格・スキル

必要



資金

クラファンで資金集め



資格



資格

製造場所を作る



スキル

独学



スキル

母が通学





資金・資格・スキル

不要





（社名）ＴＡＮＥＢＩ（種火）への想い

・始まり・きっかけ
火を起こす最初の火 何かが生まれる直前

・小さいけれど、消えたら終わる
か弱い、繊細 大切に育てる必要がある

・文化やムーブメントの源

キャンプの焚火の最初の火

・火種＝可能性の塊

まだ小さいのに、大きな炎に化ける潜在力



～生き甲斐をデザインする会社～

弱さを持つ人が“価値提供者”に進化する
社会変容型プラットフォーム



親と子が同時に学び合う場
友達を作る場

自分の役割を見つける場
仕事をする場

TANEBI STORY コミュニティ



生き甲斐デザイン–

一人ひとりの生き甲斐が
社会に枝を広げ
自然に育っていく

TANEBI

ジュニア起業家の育成

TANEBIは、みんなの踏み台でありたい

ジュニア起業家

ジュニア起業家

ジュニア起業家

ジュニア起業家

親子起業家

親子起業家

親子起業家
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「ジュニア起業家」育成

その他
30,000
人

(14%)

～滋賀からエリア展開～

400 名

３展開地域 エリア

関西を中心に全国に広げる 福祉事業からの卒業
弱者自立のムーブメント

関西

150名
(38%)

東海

115名
(29%)

関東
77名
(19%)

滋賀から始まる
拠点展開

10年で ジュニア起業家

100 名

5年で ジュニア起業家



解決したい社会課題

福祉制度

若者が自立
できない制度

子ども・若者

不登校の増加

企業

人的資本
への投資

5 / 22

社会課題が交わる
「未来の交差点」

福祉・教育・企業・地域が出会い、新しい価値と挑戦が生まれる場がTANEBIです。



子ども

子ども

子ども

子ども

子ども

子ども

家族

支援者

教育者地域

企業

福祉

学校

文化

みいちゃんから広がる

新しい未来のかたち

みいちゃん

37 /
22



一般就労

A型就労支援

Ｂ型就労
支援 金銭的自立

精
神
的
自
立



福祉制度





① 視覚の遮断

視覚を奪うと、人は本能的に・触覚・嗅覚・聴覚・身体感覚を総動
員しようとする。

これは“できない”のではなく

「別の入り口から世界を感じにいく能力が発動する」 という現象

多くの大人はできないことが増えると「自分（わが子）はダメだ」
と解釈する。でも、本当は“眠っている感覚”が動き出しているだ
け。



② 視覚が強すぎる社会

生きづらさ＝劣っているのではなく、“感度が高い証拠”

視覚が強すぎる社会で生きると

「見た目の成功」「正解の早押し」ばかりが評価される。

でも、目を閉じてクッキーを触る時、触って、聞いて、匂いを感じ
て、微細な差異をキャッチする。これは弱さではなく 才能。

あなた（わが子）がつまずいてきた場所は、才能の入口。



③「無理に整えない世界」の中で、人は初めて自由に動ける

みいちゃんの教室は、正解を教えない・手助けしない・揃えようと
しない。だから参加者は「自分のやり方で動く」という体験を得る。

これは、普段の学校や支援では得られない

“自分という軸”を取り戻す工程。



④完璧より、感覚が動いた瞬間のほうが価値がある

クッキーの形が歪んでいてもいいんです。
それこそ価値だからです。

理由は2つ

・失敗を通じて生まれた気づき”は、成功より深く残るから。
・形よりも、心が動いた経験のほうが未来の行動を変えるから。

今日上手くできたことより、心が動いた瞬間を大切にしてほしい。



“できない”のではなく、まだ社会が「生きずらい若者」たちの
感性の使い方を理解していないだけ。

親子のマインド転換が必要

みいちゃんは“できない”のではなく
自分が持っている感性の使い方を理解し、そのような環境が
あっただけ



２０２６年 一期生 開講



① 役割を持てる
不登校・障がい・生きづらさ抱える若者
“支援される側”と見られてきた若者
「できない」「自信がない」で止まっていた親子

→ “役割を持つ当事者”に変わる

福祉と教育を超える第３の居場所



ブランド化 認定制



①1年間の伴走（月会費 1万円/１組）
②毎月1回 オンラインにて講義（アーカイブあり）
③みいちゃんのお菓子工房の開放
④コミュニティ参加 質問随時可
⑤みいちゃんのイベント助手
⑥みいちゃん親子とのランチ会・交流会開催
⑦みんなで自分たちの仕事を作る
⑧親も新しい仲間、別の役割を見つける
⑨一緒に作っていく（ワクワクな環境）
⑩チームプレイ エリアプレイ

TANEBI STORY コミュニティ



今日の資料提供（11月25日）



アンケートのご協力依頼



世界特許申請中 アレルゲンフリー（TOP28種）、グルテンフリー
保存料なしで安心。



ニューズピックス
『Money Make Survive（メイクマネーサバイブ）』で

パーフェクトディール達成！
2025年9月9日







ダイアログ・イン・ザ・ダーク
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